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  ■ 事業所概要

 ●所在地
 〒３１９－１２９３
 茨城県日立市大みか町五丁目２番１号
 ＴＥＬ（０２９４）５３－１１１１
 ●就業者数
 約３,０００人
 ●事業所面積
 ２００ , ０１３㎡（東京ドームの４倍）
 ●事業分野
 電力・エネルギー、産業、交通および水環境の情報制御システム、

情報制御プラットフォームおよび情報制御コンポーネントの設計・
製造・保守サービス

 ●事業所所在地と風景

事業所のプロフィール

事業所全景

正門風景

－１－

大みか事業所

大甕駅

大みか事業所



株式会社日立製作所 大みか事業所(以下大みか事業所と言う)は、

「優れた自主技術・製品の開発を通じて社会に貢献する」という企業理念のもと、

環境ビジョンにおいて、 「脱炭素」「サーキュラーエコノミー」「ネイチャーポジティブ」

の3つの柱を掲げ、社会イノベーション事業を通じて、すべての人が地球環境を守り

ながら豊かな社会を実現できるように、グリーントランスフォーメーション(GX)の

グローバルリーダーをめざし、大みか事業所EMS(環境マネジメントシステム)・

EnMS(エネルギーマネジメントシステム)を構築・運営します。

環境・エネルギー方針
（環境・エネルギーマネジメントシステム）

－２－
ISO14001：2015、ISO50001：2018 登録証

２０２６年 4月 １日

株式会社日立製作所 デジタルサービスビジネスユニット
インフラ制御システム事業部 事業主管

 松本 一人

１．日立グループの「環境ビジョン」の実現に向け、大みか事業所は、下記 1)～3)を目的達成に向けた具体的な取り組みと捉え、
その実現のために事業に伴う環境側面の中から、活動、製品およびサービスの性質、規模及び環境影響を含む組織の状況に
応じて目標を策定し、ハードウェア､ソフトウェア､ソリューションサービスにかかわるバリューチェーン全体を考慮した
事業活動により、環境負荷の低減に取り組みます。 
1)「脱炭素」の実現

大みか事業所 から発生する温室効果ガスについて、カーボンニュートラルを維持する。
高効率のハードウェア、デジタル技術を活用したソフトウェア、ソリューションサービスの開発と提供によりバリュー
チェーン全体での温室効果ガス排出量削減を進め、2050年度までに「ネットゼロ」の実現をめざします。

  2) 「サーキュラーエコノミー」の実現
エネルギーや資源の使用量の最小化および3R(Reduce・Reuse・Recycle)推進による寿命を迎えた製品の再資源化などに
より、モノやコトのライフサイクル全体における価値を最大化することをめざし、2050年度までに「サーキュラー
トランスフォーメーション(資源とビジネスを循環型へ移行)」の実現をめざします。

3) 「ネイチャーポジティブ」の実現
製品および生産プロセスで使用される化学物質の適正管理により、投入量および大気放出量を低減することで
「自然への影響の最小化」を図り、自然災害に起因する被害を軽減し、より迅速な回復への貢献も含め、2050年度までに
「ネイチャーレジリエンス」の実現をめざします。 

２．法令およびその他の順守義務の徹底 
事業活動に関連する環境法令およびステークホルダーとの合意事項などの順守義務に従い、自らの事業活動の評価を行う
とともに、不適合が確認された場合は速やかに是正処置の実施を推進します。

３．環境マネジメントの徹底 
事業活動における順守義務の洗い出しと環境目標設定、運用における適切なマネジメントの実施を徹底します。
また、定期的なマネジメントレビューの実施によるPDCAサイクルを回し、継続的な改善を図ります。



環境管理推進組織

大みか事業所は､年度ごとに「環境管理計画書」を策定し､着実に実行す
るため、次のような組織体制を設けています。これらの組織では､「環境管
理計画書 」の具体的な施策を推進し活動しています。

大みか事業所の総合力を環境活動に
活かす推進組織と取り組み体制

－３－

登録サイト

人 員

登録範囲

組  織

敷地面積

株式会社日立製作所 大みか事業所

登録組織全域（㈱日立インダストリアルプロダクツ パワーエレクトロニクス本部、
㈱日立ドキュメントソリューションズ、㈱日立パワーソリューションズ、
日立三菱水力㈱、日和サービス㈱、㈱一冨士フードサービス、
ロジスティード東日本㈱ 、ロジスティード東日本流通サービス㈱を含む）における
電力・エネルギー、産業、交通および水環境の情報制御システム、情報制御プラット
フォームおよび情報制御コンポーネントの設計・製造・保守サービス

トップマネジメント   ：  事業主管
環境管理責任者  ： グリーンインフラ・技能開発推進センタ長
環境管理事務局  ： グリーンインフラ・技能開発推進センタ

約３，０００人（外注・関連会社含む）

２００，０１３ ㎡

大みか事業所は、事業主管をトップマネジメントとして環境に関する取り組み、

方針などを審議、決定し各部署の部門長が管理し展開しています。

また、環境・エネルギー方針や目標の策定､達成に必要なテーマ、課題について

各環境分科会で解決に向けた調査、技術の検討を行っています。

環境・エネルギー委員会 環境分科会

事業主管

委員長 (トップマネジメント )

グリーンインフラ・技能開発推進センタ長

総務部長

副委員長

グリーンインフラ・技能開発推進センタ

主任技師

幹事長

環境・エネルギー

内部監査チーム

生産設備 WG

地球温暖化防止分科会

試験設備 WG

環境・エネルギー管理委員会

グリーンインフラ・技能開発推進センタ

製造部

品質保証部

構内関連会社

事業所 関連部門

製品環境分科会

環境法令・コミュニケーション

分科会

各製品担当設計部



環境・エネルギーマネジメントシステム

大みか事業所の環境・エネルギーマネジメントシステムは、事業内容と環境項
目が互いに深い関わり合いを持ち、かつ、地域環境との調和を基本理念に全従業
員参加のもと、環境・エネルギー活動の推進・維持・向上に努めています。

２０２５年度 の環境・エネルギーマネジメントシステムの主な活動実績と
２０２６年度 計画を報告します。

地域社会と調和した大みか事業所の

 環境・エネルギーマネジメントシステムの取り組み

－４－

●大みか事業所の環境目標と活動実績、当年度計画

2025 年度

目標 実績

1
脱炭素

(1)GH G 排出量(基準年：2019年度)削減率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％ 100％ 100％

(1)ステークホルダーとの環境協働および
    コミュニケーションの推進

①環境報告書の社外公開：1回/年 1回/年 1回/年

②地域社会貢献活動(事業所周辺道路清掃、

サマーフェスティバル)：3回/年 3回/年 3回/年

③地域住民とのコミュニケーション(地域主催

行事への積極的参加など)：3回/年 3回/年 3回/年

2 ステークホルダー
との環境協働およ
びコミュニケーショ
ン活動の推進

2025年度 活動結果と2026年度 活動計画

No. 環境影響要素 環境活動 (目標 2026 年 度 )


20、21年度

				2025年度活動結果と2026年度活動計画

				No.		環境影響要素		環境活動 (目標2026年度) カツドウ		2025年度 ネンド				2022　年度 ネンド

										目標 シルベ		実績 ジッセキ		目標 シルベ

				1		脱炭素 ダツタンソ		(1)GHG排出量(基準年：2019年度)削減率　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％ ハイシュツリョウサクゲンリツ		100％		100％		79％

				2		ステークホルダーとの環境協働およびコミュニケーション活動の推進		(1)ステークホルダーとの環境協働および
    コミュニケーションの推進
①環境報告書の社外公開：1回/年		1回/年		1回/年		1回/年

								②地域社会貢献活動(事業所周辺道路清掃、サマーフェスティバル)：3回/年		3回/年		3回/年		1回/年

								③地域住民とのコミュニケーション(地域主催行事への積極的参加など)：3回/年		3回/年		3回/年		1回/年

								製品の環境配慮は、製品によるCO2排出削減率は、取組→運用目標に変更となったため、今回削除。 セイヒンカンキョウハイリョトリクミウンヨウモクヒョウヘンコウコンカイサクジョ





負荷量推移

		

				負荷量 フカリョウ		2015年度 ネンド		2016年度 ネンド		2017年度
(目標) ネンドモクヒョウ		2017年度
(実績) ネンドジッセキ		2018年度
(目標) ネンドモクヒョウ		2018年度
(実績) ネンドジッセキ		2019年度
(目標) ネンドモクヒョウ		2019年度
(実績) ネンドジッセキ		2020年度
(目標) ネンドモクヒョウ		2020年度
(実績) ネンドジッセキ		2021年度
(目標) ネンドモクヒョウ		2021年度
(目標) ネンドモクヒョウ		2021年度
(実績) ネンドジッセキ

				エネルギー使用量（ｋL/年） ネン		6438		6168		5820		5888		5800		5628		5780		5432		5760		5639		5581		5740

						100%		96%		90%		91%		90%		87%		90%		84%		89%		88%		87%		89%

				廃棄物総排出量(t/年） ソウハイシュツ		2546		2422		2300		2275		2250		2211		2200		2140		2175		2041		2036		2150

						100%		95%		90%		89%		88%		87%		86%		84%		85%		80%		80%		84%

				化学物質大気排出量(t/年） ネン		13.3		12.7		12.4		12.3		12		15.2		―		―		―		―		―		―		―

						100%		95%		93%		92%		90%		114%		―		―		―		―		―		―		―

																										2021年度廃棄物総排出量目標は、 ネンドハイキブツソウハイシュツリョウモクヒョウ

																										2020年度実績-5ｔとする。 ネンドジッセキ







環境に配慮した製品づくり

－５－

●大みか事業所の｢環境配慮製品｣と環境ＰＲ活動

設計･製造段階にとどまらず、製品のライフサイクル全体で｢省エネルギー｣、
｢省資源｣、｢有害化学物質の削減｣に取り組み、環境価値の高い製品を開発し
ています。

*2：EcoAssistは株式会社日立製作所の登録商標です。
*3：CEM(Clean Energy Ministerial)：世界主要23カ国・地域から構成される、クリーンエネルギーの普及促進を目的とした国際会合
*4：SuMPO EPD：国際規格に基づき、信頼性・透明性を確保した算定およびプログラム

｢環境配慮製品｣それは、ライフサイクルを

通して、環境負荷を低減した製品

●｢環境配慮製品｣の推進

日立は、環境価値の高い製品・サービスを開発し普及させることで環境課題の解決に貢献
するため、２０１６年度から下記の新たな取り組みを実施しています。

環境配慮設計アセスメントの実施
グローバルスタンダードであるIEC62430 *1に準拠した新しい「環境配慮設計アセスメント」

を策定し、設計行為を伴う製品・サービスに適用して設計・開発を推進する。

大みか事業所では、２０２５年度は、環境配慮設計アセスメントを14 製品に対して実施しました。
*1：IEC62430は、国際電気標準会議(IEC：International Electrotechnical Commission)の規格「電気・電子製品の環境配慮設計」

名　　称 主催元 内　　　容
省エネ大賞 財団法人　省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ 日立モータードライブ省エネサービス（HDRIVE）が省エネ大賞を受賞

ASP・SaaS・ｸﾗｳﾄﾞｱﾜｰﾄﾞ 特定非営利活動法人
ASP・SaaS・ｸﾗｳﾄﾞ ｺﾝｿｰｼｱﾑ
(ASPIC)

環境情報収集システム「EcoAssist*2-Enterprise-Light」(EEL)がﾍﾞｽﾄ環境貢献賞
を受賞

省エネ大賞 財団法人　省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ 平成25年度省エネ大賞[省エネ事例部門]資源エネルギー庁長官賞(節電賞)を
受賞

社内Green21大賞 日立製作所本社 2014年度「GREEN 21大賞」セレクト優秀賞を受賞
（スマートな次世代ファクトリー計画および廃棄物排出量の見える化推進を評価）

関東地区電気使用合理化
委員会 委員長表彰

関東地区電気使用合理化委員
会

エネルギー管理優良事業者 最優秀賞を受賞
（設計・試験棟における空調用空冷式ヒートポンプパッケージ型とデマンド空調
制御による省 ネの取り組みを評価）平成２７年度第２回ＪＡＢ

アワード表彰
ＪＡＢ(日本適合性認定協会) ＪＡＢ(日本適合性認定協会)アワード表彰を受賞

（「エネルギーマネジメントシステム（ＥｎＭＳ）活動事例」を評価）

第1回CEM*3 Energy
Management Insight
Award表彰

CEM
 (Clean　Energy　Ministerial)

第1回CEM Energy Management Insight Award表彰を受賞
（「エネルギーマネジメントシステム（ＥｎＭＳ）活動事例」を評価）

世界の先進工場
「Lighthouse」(灯台:企業
の指針)に選出

世界経済フォーラム
(WEF(World Economic Forum))

大みか事業所が世界の先進工場「Lighthouse」(灯台:企業の指針)の一つに選出
（日本企業として初、バリューチェーン全体を最適化するデジタルソリューションを
  活用した取り組みの一つとして、環境・エネルギーマネジメントを評価）

優秀賞：2024 年度大みか事業所カーボンニュートラル達成
(日立カーボンニュートラル2030 目標を前倒しして、カーボンニュートラルを達成)

優良賞：SuMPO 環境ラベルプログラムEPD 認定取得

(産業分野として日本で初めてSuMPO EPD*4認定を取得)

地球にやさしい企業表彰 茨城県 ①環境に配慮した製品づくり②環境価値の高い製品の開発③リサイクル活動を
はじめとしたカーボンニュートラル推進の取り組みを継続的に実施してきたことに
よる表彰

日立製作所
デジタルシステム＆サービス
                       統括本部

DSS グリーン表彰


2010年～

		実施時期		名　　称		主催元 シュサイモト		内　　　容

		2011年度 ネンド		省エネ大賞 ショウタイショウ		財団法人　省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ		日立モータードライブ省エネサービス（HDRIVE）が省エネ大賞を受賞 ショウタイショウジュショウ

				ASP・SaaS・ｸﾗｳﾄﾞｱﾜｰﾄﾞ		特定非営利活動法人
ASP・SaaS・ｸﾗｳﾄﾞ ｺﾝｿｰｼｱﾑ(ASPIC)		環境情報収集システム「EcoAssist*2-Enterprise-Light」(EEL)がﾍﾞｽﾄ環境貢献賞を受賞 ジュショウ

		2013年度 ネンド		省エネ大賞		財団法人　省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ		平成25年度省エネ大賞[省エネ事例部門]資源エネルギー庁長官賞(節電賞)を　受賞

		2014年度 ネンド		社内Green21大賞 シャナイ		日立製作所本社		2014年度「GREEN 21大賞」セレクト優秀賞を受賞
（スマートな次世代ファクトリー計画および廃棄物排出量の見える化推進を評価）

				関東地区電気使用合理化委員会 委員長表彰		関東地区電気使用合理化委員会		エネルギー管理優良事業者 最優秀賞を受賞
（設計・試験棟における空調用空冷式ヒートポンプパッケージ型とデマンド空調　　制御による省エネの取り組みを評価）

		2015年度 ネンド		平成２７年度第２回ＪＡＢ   アワード表彰 ヒョウショウ		ＪＡＢ(日本適合性認定協会)		ＪＡＢ(日本適合性認定協会)アワード表彰を受賞
（「エネルギーマネジメントシステム（ＥｎＭＳ）活動事例」を評価） ヒョウショウヒョウカ

		2016年度 ネンド		第1回CEM*3 Energy Management Insight Award表彰  ダイカイ		CEM
 (Clean　Energy　Ministerial)		第1回CEM Energy Management Insight Award表彰を受賞
（「エネルギーマネジメントシステム（ＥｎＭＳ）活動事例」を評価） ダイカイヒョウショウ

		2019年度 ネンド		世界の先進工場「Lighthouse」(灯台:企業の指針)に選出 セカイセンシンコウジョウトウダイキギョウシシンセンシュツ		世界経済フォーラム
(WEF(World Economic Forum))		大みか事業所が世界の先進工場「Lighthouse」(灯台:企業の指針)の一つに選出（日本企業として初、バリューチェーン全体を最適化するデジタルソリューションを
  活用した取り組みの一つとして、環境・エネルギーマネジメントを評価） オオジギョウショセカイセンシンコウジョウトウダイキギョウシシンヒトセンシュツニッポンキギョウハツ

		2025年度 ネンド		DSS グリーン表彰 ヒョウショウ		日立製作所
デジタルシステム＆サービス     
                       統括本部		優秀賞：2024 年度大みか事業所カーボンニュートラル達成
(日立カーボンニュートラル2030 目標を前倒しして、カーボンニュートラルを達成)

								優良賞：SuMPO 環境ラベルプログラムEPD 認定取得
(産業分野として日本で初めてSuMPO EPD*4認定を取得)

		2026年度 ネンド		地球にやさしい企業表彰		茨城県		①環境に配慮した製品づくり②環境価値の高い製品の開発③リサイクル活動を はじめとしたカーボンニュートラル推進の取り組みを継続的に実施してきたことに よる表彰







グリーン調達活動

お客さまにお使いいただく製品は、高信頼性、高品質であることは当然であ
り、さらに、設計段階から環境負荷の少ない材料、部品を検討し採用すること
を推進しています。

●グリーン調達の推進

私達の“環境ブランド”とは

“製品の環境品質”＆“環境を配慮した企業活動” 

－６－

製品のライフサイクル全体における環境負荷の低減は、弊社はもとより、ビジネス
パートナーであるサプライヤーも含め全体で協力することによって、初めて実現する
ことができます。そこで主要なサプライヤーに対しISO14001などの外部環境認証を取
得していただき、環境保全活動の定着を進めています。さらに「日立認証制度」は、
従来のISO14001に加え、中小企業を対象にエコステージ(*1)､エコアクション21(*2)
の環境認証もISO14001に準ずる仕組みとして採用しています。

日立グループでは、取引先に、日立Ｇｒ グ
リーン調達ガイドラインを配布し、地球温暖化
防止、資源の循環的利用、生態系の保全活動を
依頼し、環境負荷のより少ない素材や部品を
調達する「グリーン調達」を実施しています。
インターネットを活用した自社開発のグリーン
調達システムにて、取引先に納入資材の含有
化学物質の情報入力をお願いしています。

この情報は、設計支援システムや資材調達
システムなどと連携して、環境に配慮した製品
の開発やグリーン調達の拡大に活用しています。

また、ＲｏＨＳ指令などの有害化学物質規制
対応に加えて、減量化、長寿命化、再資源化、
分解性、処理容易性・省エネルギー性など幅広
い視点で、環境保全から持続可能性の革新に向
けた製品づくりをめざし、そのための情報の共
有化と活用促進に努めています。

*1 エコステージ：エコステージ協会で推進している環境経営の支援を目的とした評価システム

*2 エコアクション21：環境省が作成した環境活動評価プログラム



工場やオフィスビルで使用する電力や燃料の削減は、エネルギー資源の節
約につながるだけでなく、GHGの排出を抑制し、地球温暖化防止に大きく貢献
します。大みか事業所では、こうしたエネルギー対策に継続的に取り組み、
その強化を図っています。

エネルギー使用量を削減し

地球温暖化を抑制するさまざまな施策

－７－

●大みか事業所のGHG排出量の推移

●日立カーボンニュートラル２０３０

省エネルギー対策(地球温暖化防止）

大みか事業所の主な取り組み内容

省エネ

創エネ

調達/オフセット

・高効率機器の導入、更新 (照明LED化・建屋空調更新ほか）
・電力見える化による設備の最適稼働・無駄な電力の停止

・再生可能エネルギーの適用拡大検討 (太陽光パネルほか)

・再生可能エネルギー電力の調達や、非化石エネルギー証書*1の活用

項目

日立グループは、日立環境長期目標「日立環境イノベーション2050」において、「2030年度
までに自社の事業所（ファクトリー・オフィス）におけるカーボンニュートラル」
（日立カーボンニュートラル2030）を達成するという目標を掲げ、取り組みを推進しています。

大みか事業所は、2024年度実績として、2019年度比でGHG排出量を100%削減し、カーボン
ニュートラルを達成しました。

*1 非化石エネルギー証書：再生可能エネルギーによる発電に由来する環境価値について、認証・認定を受けたもの。
 この証書によってクレジットを取得することで、自ら実施する削減対策の代替として、削減を
 行ったとみなす（オフセットする）ことが可能です。



－８－

●電力需要の可視化、再生可能エネルギーの活用

●太陽光・蓄電池によるピークシフト

大みか事業所での
カーボンニュートラルの取り組み

大みか事業所での電力利用最適化の関連設備

• 約900か所の電力センサーの情報を
EcoAssist*1に集約・見える化し、
電力需要を予測。
太陽光発電・蓄電池により
再生可能エネルギー活用、
GHG排出を削減。

• FEMS*2と生産計画の連動により
ピーク電力を抑制

*1 EcoAssit: 企業のESG投資のための情報開示、電力コストの削減など、環境活動の取り組みに必要な情報管理ソリューション
*2 FEMS: Factory Energy Management System 

●太陽光発電・蓄電池の自立運転による電源バックアップ



日立グループは、循環型ビジネスへの転換を図り、モノやコトの
ライフサイクル全体における価値を最大化することをめざします。

廃棄物削減活動（３Ｒ「ﾘﾃﾞｭｰｽ･ﾘﾕｰｽ･ﾘｻｲｸﾙ」の取り組み）

大みか事業所では、製品の省資源化、部品購入時に発生する梱包材・顧客先に納品する
梱包材の削減、製造工程における廃棄物の削減に取り組み、排出量を削減していきます。
２０１３年度より、埋立廃棄物ゼロを維持しています。

日立グループの環境長期目標に基づき埋立廃棄物ゼロを推進

－９－

｢混ぜればごみ!分けれ
ば資源!みんなの力で
リサイクル！｣
を合言葉に、場内各部
署へ｢廃棄物分類基準
表｣を配布し、廃棄物
を48種類に分別してリ
サイクル活動を推進し
ています。



大みか事業所は、環境法令上の規制基準を順守し、さらにより厳しい自主
基準を設定し管理をしています。日常の監視体制を整備し、法定資格取得者
の充実による管理レベルの向上、環境負荷の低減、環境事故の予防に努めて
います。

地域環境配慮

厳しい基準と環境教育で徹底した環境管理の実践

－１０－

●特定施設

●法定資格取得者
現在、大みか事業所では大気公害防止管理者

をはじめ各種法定資格保有者が在籍し、事業所
の環境管理向上に努めています。

●下水道水質管理

No 資　格　名　称
2026年
6月現在

1 公害防止管理者(大気３種) 3

2 公害防止管理者(大気４種) 0

3 公害防止管理者(水質２種) 6

4 公害防止管理者(水質４種) 1

5 公害防止管理者(騒音) 1

6 公害防止管理者(振動) 1

7 公害防止管理者(騒音･振動) 1

8 特別管理産業廃棄物管理責任者(研修受講) 13

9 危険物取扱者(乙種 第１類～第６類) 91
10 有機溶剤作業主任者 26
11 鉛作業主任者 10
12 特定化学物質等作業主任者 12
13 エネルギー管理士 4

14 電気主任技術者(第２種) 2

15 建築物環境衛生管理技術者 3

●ばい煙管理

区分 特定工場 No 該当施設 該当要件

大気 非該当 1 ばい煙発生施設 ボイラー(1万Nm3/h未満)

水質
該当

(公害防止管理者
(水質２種))

2 電着塗装処理装置
酸またはアルカリ
による表面処理

3 食堂厨房 厨房施設

4 塗装ブース 廃ガス洗浄装置

5 脱脂装置
酸またはアルカリ
による表面処理

騒音 非該当

6 機械プレス(30トン以上100トン未満)

7 液圧プレス

8 せん断機

9 空気圧縮機

10 送風機

：特定工場となる特定施設 ：特定施設

項　　目
法規制値
(条例値)

自主管理値 計量結果

ｐＨ 5～9 5.7 ～8.9 8.8

ＢＯＤ(mg/L) 600 352 210

亜鉛(mg/L) 2 0.36 0.16

鉛(mg/L) 0.1 0.03 <0.01

条例の規定項目、頻度で計量しています。

下水道水質計量結果（2025度 ）

項　　目
法規制値
(条例値)

自主管理値 計量結果

ば い じ ん の 量

(g/Nm3)
0.1 0.01 <0.007

窒素酸化物の濃度

(ppm)
150 27 23

ばい煙計量結果（2025年度 ）


 (2024)

		No		資　格　名　称		2026年
6月現在 ネン

		1		公害防止管理者(大気３種)		3

		2		公害防止管理者(大気４種)		0

		3		公害防止管理者(水質２種)		6

		4		公害防止管理者(水質４種)		1

		5		公害防止管理者(騒音)		1

		6		公害防止管理者(振動) シンドウ		1

		7		公害防止管理者(騒音･振動)		1

		8		特別管理産業廃棄物管理責任者(研修受講) ケンシュウジュコウ		13

		9		危険物取扱者(乙種 第１類～第６類)		91

		10		有機溶剤作業主任者		26

		11		鉛作業主任者		10

		12		特定化学物質等作業主任者		12

		13		エネルギー管理士		4

		14		電気主任技術者(第２種) デンキシュニンギジュツシャダイ		2

		15		建築物環境衛生管理技術者 ケンチクブツカンキョウエイセイカンリギジュツシャ		3



西岡孝浩 / NISHIOKA，TAKAHIRO:
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水質２種

		





水質４種

		





騒音

		





振動

		





騒音･振動

		





特別管理産業廃棄物管理責任者

		





安全

		





電気主任技術者(第２種)

		





建築物環境衛生管理技術者

		





エネルギー管理士

		





 (2023)

		No		資　格　名　称		2023年
6月現在 ネン

		1		公害防止管理者(大気３種)		3

		2		公害防止管理者(大気４種)		0

		3		公害防止管理者(水質２種)		6

		4		公害防止管理者(水質４種)		1

		5		公害防止管理者(騒音)		1

		6		公害防止管理者(振動) シンドウ		1

		7		公害防止管理者(騒音･振動)		1

		8		特別管理産業廃棄物管理責任者(研修受講) ケンシュウジュコウ		9

		9		危険物取扱者(乙種 第１類～第６類)		98

		10		有機溶剤作業主任者		35

		11		鉛作業主任者		17

		12		特定化学物質等作業主任者		14

		13		エネルギー管理士		3

		14		電気主任技術者(第２種) デンキシュニンギジュツシャダイ		1

		15		建築物環境衛生管理技術者 ケンチクブツカンキョウエイセイカンリギジュツシャ		3
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2025年度

				下水道水質計量結果（2025度） ケイリョウド

				項　　目		法規制値
(条例値) ジョウレイ		自主管理値		計量結果

				ｐＨ		5～9		5.7 ～8.9		8.8																6～8.9

				ＢＯＤ(mg/L)		600		352		210																290

				亜鉛(mg/L) アエン		2		0.36		0.16																0.41

				鉛(mg/L) ナマリ		0.1		0.03		<0.01				計量結果はNo.1マンホールのワースト値を記入 ケイリョウケッカチキニュウ												0.1

				条例の規定項目、頻度で計量しています。 ジョウレイキテイコウモクヒンドケイリョウ

				ばい煙計量結果（2025年度） エンケイリョウネンド										10号ボイラーのワースト値を記入 ゴウ

				項　　目		法規制値
(条例値) ジョウレイ		自主管理値		計量結果

				ばいじんの量(g/Nm3) リョウ		0.1		0.01		<0.007																0.01

				窒素酸化物の濃度(ppm) チッソサンカブツノウド		150		27		23																36





2025年度バックデータ
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2025年度

				下水道水質計量結果（2025度） ケイリョウド
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				窒素酸化物の濃度(ppm) チッソサンカブツノウド		150		27		23																36
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●従業員環境教育・啓発活動

委員会での全従業員教育

環境啓発活動と環境管理システム

従業員の環境教育により一人ひとりの環境に対する意識を高め、環境活動の
維持と活動内容の向上を図っています。そのために各種の教育資料およびＩＴ
を活用した教育システム、さらには独自の管理システムを構築しています。

環境カルタポスター
を各職場に掲示し、環
境配慮の基本動作の
定着を図っています。

環境活動をより理解し、事業所一丸となった

取り組みができるよう継続的環境啓発に努めます

－１１－

ＰＣによる情報提供

従業員を対象としたＰＣによる場内の廃棄物ルールの指示徹底

環境法令を独自開発のＩＴシステムにより順守・
サポートしています。
①廃棄物委託業者情報管理
②マニフェスト期限管理（電子マニフェスト含む）
③特定施設・環境測定管理
④法定有資格者情報管理
⑤構内廃棄物回収申請管理
⑥環境ドキュメント管理
⑦環境法規類情報管理

ＩＴを活用した管理システム

日立グループ節電
運動ポスターを社内
Ｗｅｂや各職場に掲
載し、各人が節電の
取り組み内容を確認
します。

●環境管理システムのＩＴ化事例

環境カルタポスター



地域社会との協創

真に豊かな社会の実現をめざすため､地域社会の皆さまとパートナーシップを
構築し、ともに協力し合い､諸問題に取り組んでいくことが必要と考えています。

大みか事業所では、社会の一員という意識をもって社会貢献活動や各種イベ
ントを通じ、地域社会の皆さまとの協創に努めています。

大みか事業所は地域の発展を願い
地域社会の皆さまとともに歩みます

－１２－

●社会貢献・各種教育活動

●事業所・地域行事での協創

地域社会の皆さまとパートナーシップを構築

大みか町の各コミュニティーが開催
の「大みか祭り」に、日立グループが
協賛し様々なコンテンツを提供。子供
たちが思い思いにコンテンツを楽しむ
姿が見受けられ継続した取り組みが
子供たちに受け入れられています。
地域の方々と協創を継続していきます。

地域の「日立港まつり」に、日立グループが
協賛し各種コンテンツを提供。親子連れの来
場で各コンテンツは大盛況となった。

 引き続き地域の方々と協創を積極的に進
め、地域行事への参加を実施していきます。

「日立港まつり」夜の部では例年
花火大会が開催されており、今年
度は初めて従業員とその家族向
けに事業所開放し「日立港花火
大会鑑賞イベント」を実施した。
当日は雲一つない見晴らしの良
い構内食堂の２階から日立港で
打ち上げられた、約２,０００発の
花火を鑑賞し、大輪の花火が開
く度に会場が歓声が包まれた。

ボランティア活動としてＪＲ大甕駅と大みか事業
所間の通勤道路清掃活動を実施した。街の美観
を保つために従業員が積極的に参加してゴミ拾
いを実施した。今後も定期的に実施していきます。

大みか事業所では「大みかサマーフェスティバル」を開催しました。当日は準
備中に生憎の雨となりましたが、開始と同時に天候も回復し大勢の従業員や
地域の方々、親子連れの来場で各コンテンツは大盛況となりました。

 引き続き従業員と、その家族及び、地域の方々とコミュニケーションを深め
地域の一員としての各種活動を従業員と共に積極的に取り組んでいきます。

・大みかサマーフェスティバル

・日立港まつり ・大みか祭り

近隣の小学校からの要請で事業所内熊野神社で、どんぐり拾いを実
施しました。拾い集めたどんぐりや松ぼっくりは工作材料として使用す
る為、児童の皆さんは、たくさん落ちているどんぐり等を笑顔と歓声の
中で拾い集めていました。引き続き近隣の小学校等からの要請による
受け入れ態勢を整備して各種教育活動の対応を継続していきます。

久慈川水系一斉クリーン作戦に大みか事業所従業員

が参加し河川清掃活動を実施し、未来へ豊か自然を残
すために参加者が協力してゴミ回収に汗を流しました。
今後も引き続き環境保全活動に参加していきます。

・地域の小学校の校外活動

・通勤道路清掃

・河川清掃ボランティア

昨年度に引き続き「ひたちシーサイドマラソン」が
開催されることになり、参加者の皆さんに気持ち良
く走って頂く為にと、大みか事業所近隣のマラソン
コースの清掃活動を実施しました。

「ひたちシーサイドマラソン」当
日は、選手に対する給食・給水
ボランティアを関係機関からの
要請により実施した。力走する
選手たちへの激励を込めて、
ボランティア参加者が思い思い
に声援を送り、選手からは多く
の感謝の言葉を頂きました。

・ひたちシーサイドマラソン



株式会社日立製作所

大みか事業所
〒３１９－１２９３

茨城県日立市大みか町五丁目２番１号

－お問い合わせ先－

株式会社日立製作所 人財統括本部

デジタルシステム＆サービス人事総務本部  

総務部  大みか総務Ｇ

TEL：（０２９４）５３－５５００

FAX：（０２９４）５３－７７６１

2026.7

環境カルタde身につけよう!!
「環境配慮の基本動作」

作業服の下で制御する
ウォーム＆クールビズ
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